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全
国
で
源
流
の
可
視
化
事
業

国
土
創
発
「源
流
再
生
・流
域
単
位
の
国
上
の
保
全
と
管
理
に
関
す
る
調
査
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

〓
一月
十
六
日
か
ら

十
七
日
の
二
日
間
、島

根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、全

国
各
地
か
ら
九
十
名
が
参
加
し
、

源
流
再
生

の
た
め
源
流
の
可
視
化
事
業
や
流
域
圏
ア
プ
回
―
チ
に
よ
る
国
土
管
理
の
推
進
な
ど
今
回
の
調
査
の
成
果
と
課
題
を
報

告
し
あ
い
、△

フ後
の
源
流
の
あ
り
か
た
を
熱
心
に
議
論
し
た
。
，こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

国
土
施
策
創
発
調
査
を
実
施
し
た

環
境
省
・国
土
交
通
省
・林
野
庁
を
は
じ
め
、

発
案
者
の
小
菅
村
、

源
流
研
究
所
、全

国
の
源
流
域
の
自
治
体
・市
民
グ

ル
ー
プ
、東

京
農
業
大
学
、島

根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
等
が
協
働
で
開
催
し
た
も
の
。

全
国
源
流
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

源
流
に
と
っ
て
画
期
的
な
出
来
事

全
国
の
源
流
域
に
は
、国

民
生
活
に

不
可
欠
で
あ
る
水
資
源
や
森
林
資
源
が

存
在
す
る
が
、

人
口
減
少
に
よ
る
国
土

管
理
の
担
い
手
不
足
や
源
流
文
化
の
表

退
な
ど
様
々
な
困
難
な
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
フ」う
し
た
中
、小

菅
村
の
発
案

に
よ
り
、環

境
省
、国

土
交
通
省
、林

野

庁
な
ど
の
省
庁
連
携
に
よ
る
「源
流
再

生
・流
域
単
位
の
国
上
の
管
理
と
保
全
」

に
向
け
た
国
土
施
策
創
発
調
査
が
平
成

十
六
年
九
月
に
開
始
さ
れ
、各

分
野
の

調
査
活
動
を
通
し
て
、流

域
圏
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
る
源
流
の
可
視
化
事
業
や
上
下

流
連
携
推
進
の
新
た
な
施
策
が
提
起
さ

れ
た
。

省
庁
連
携
に
よ
る
全
国
的
な
「源

流
再
生
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
」
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
は
源
流
に
と
っ
て
画
期
的
な
出
来

事
と
い
え
る
。

島根県で開催された全国源流再生シンポジウム(3月16日)

元
気

な

源

流

を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、ア」の

調
査
の
中
心

に
な
っ
た
環
境
省
自
然
環
境
局
の
佐
藤

寿
延
課
長
補
佐
が
、挨

拶
に
立
っ
た
。

佐

藤
補
佐
は
「流
域
圏
に
関
す
る
調
査
や

自
然
環
境
に
関
す
る
調
査
、森

林
再
生

に
関
す
る
調
査
な
ど
各
分
野
の
調
査
が

実
施
さ
れ
た
が
、そ

の
調
査
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
成
果
を
明
確
に
し
、△７

後
の
源

流
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
課
題
と
取

り
組
み
、と
り
わ
け
具
体
的
な
ア
ク
ン
ョ

ン
を
出
し
合
お
う
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
各
分
野
か
ら
の
調
査
報
告
が

行
わ
れ
た
。

ス
ン
ア
航
測
か
ら
は
「源
流

の
自
然
環
境
に
関
す
る
調
査
」
が
、Ｎ

Ｐ

Ｏ
ひ
ろ
し
ま
ね
と
島
根
県
中
山
間
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
「源
流
の
資
源
・文

化
に
関
す
る
調
査
」
が
、法

政
大
学
か
ら

「源
流
景
観
の
記
録
手
法
」
が
、東

京
農

業
大
学
と
源
流
研
究
所
か
ら
は
「源
流

を
中
心
と
し
た
流
域
圏
に
関
す
る
調
査
」

が
、林

野
庁
と
林
政
総
合
研
究
所
か
ら
「源

流
の
森
林
再
生
調
査
」
が
、国

土
交
通
省

か
ら
「上
下
流
連
携
に
関
す
る
調
査
」
が

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

源
流
の
風
土
記
づ
く
り

特
に
力
点
が
注
が
れ
た
「源
流
の
風

上
記
づ
く
り
衣
源
流
資
源
の
科
学
的
な

記
録
）
と
「源
流
の
可
視
化
事
業
」
に
関

心
と
注
目
が
集
ま
っ
た
。

「源
流
の
風
土

記
づ
く
り
」
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
は
、源

流
域
の

自
然
や
文
化
や
歴
史
な
ど
の
資
源
を
調

査
、記

録
し
、短

時
間
で
は
風
化
し
な
い

科
学
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
す
る
こ

と
が
目
的
。

源
流
域
の
自
然
環
境
の
現

況
や
自
然
環
境
の
過
去
か
ら
の
遷
移
等

に
つ
い
て
記
録
し
、内

容
を
整
理
し
た
上

で
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
と
し
て
啓
格
授
品
凶
る
。

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

こ
の
基
盤
環
境
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

情
報
の
発
信
と
共
有
化
が
図
れ
る
と
共

に
、今

後
、多

摩
川
源
流
域
で
自
然
再
生

事
業
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
、も

と
も

と
の
源
流
の
姿
や
源
流
ら
し
さ
を
再
生

す
る
た
め
の
科
学
的
な
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
と

な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、△７

回
の
調
査
手
法
に
つ
い
て
整

理
し
、源

流
自
然
環
境
調
査
の
手
引
き

を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、各

地
の

源
流
域
に
お
い
て
同
等
の
調
査
の
展
開

を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

源流の四季◎2◎



源
流
の
電
視
牝
額
業
プ
隅
ジ
ャ批
留
静

議
靭
鶴
鮭
プ
圏
ジ
鉱
ジ
静

情
報
化
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、源

流
域

の
情
報
が
中
下
流
域
に
伝
わ
ら
な
い
現

状
が
あ
る
。

一級
河
川
の
流
域
の
殆
ど
が
、

県
境
や
所
管
の
枠
組
み
な
ど
の
壁
に
よ
っ

て
幾
つ
も
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、県

境
な

ど
の
壁
は
情
報
の
壁
に
な
っ
て
い
る
。

流

域
の
多
く
の
市
民
が
、源

流
に
関
す
る
必

要
な
情
報
を
持
ち
得
て
い
な
い
中
、源

流

に
関
す
る
情
報
が
必
要
な
と
き
い
つ
で
も

入
手
で
き
る
情
報

ンヽ
る
ア
ム
、

い
わ
ゆ
る

源
流
の
可
視
化
プ
ロ
ン
ェ
ク
ト
は
、極

め
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
を
通
し
て
各
プ
ロ
ン
ェ
ク

ト
と
運
動
し
、

源
流
域
を
中
心
と
し
て

分
野
・地
域
・時
代
を
横
断
す
る
広
範
な

情
報
共
有
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

す
る
事
業
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

Ｗ
ｅ
ｂ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
を

媒
体
と
し
て
、参

加
型
で
双
方
向
の
情
報

交
換
が
可
能
で
あ
り
、△

▼
ま
で
に
な
い
現

場
と
密
着
し
た
情
報

ンヽ
ス
ア
ム
と
し
て
期

待
で
き
る
。

みん私孟蝕ゑP穐語総静

国土創発研修会であいさつする佐藤課長補佐 (′卜菅村)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
プ
圏
ジ
量
秒
静

今
年
度
の
調
査
で
は
、今

回
の
源
流
域

が
連
携
し
て
再
生
を
図
る
た
め
の
行
政

の
組
織

「全
国
源
流
の
郷
協
議
会
」
を
組

織
し
、

こ
れ
と
市
民
の
組
織
で
あ
る
全
国

源
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
学
識
者
か
ら
な
る

連
携
組
織
を
創
設
し
、

行
政
、

民
間
、学

識
者
な
ど
の
協
働
に
よ
る
枠
組
み
と
体

勢
を
確
立
し
て
全
国
の
源
流
域
の
再
生

を
図
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
田
土
創
発
調
査
を
通
し
て
源
流

域
の
地
方
自
治
体
に
よ
る
「
全
国
源
流

の
郷
協
議
会
準
備
会
」
が
創
設
さ
れ
、ま

た
、

民
間
団
体
の
全
国
源
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
そ
の
組
織
を
広
め
、特

定
非
営
利
活

動
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ
る
な
ど
、

全

国
の
源
流
域
が
連
携
し
て
源
流
再
生
を

目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
、

組
織
作
り
が

進
展
し
た
こ
と
は
、△

７
後
の
源
流
再
生
プ

ロ
ン
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
つ

も
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、

審
細
で
管
理
意
欲

が
乏
し
い
民
有
林
を
対
象
に
、

土
地
所

有
者
に
代
わ
っ
て
森
林
の
管
理
を
図
る

仕
組
み
を
構
築
し
、

国
上
の
保
全
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

全
国
９
個
所

で
既
存
文
献
調
査
と
現
地
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

小
菅
村

と
奈
良
県
川
上
村
で
云
ア
ル
事
業
を
行

っ
た
。

小
菅
村
に
お
け
る
森
林
再
生
プ
ロ
ン
ェ

ク
ト
は
、①

ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
に
よ
る
間
伐
モ

デ
ル
林
の
整
備
、②

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
整
備

の

づ
の
事
業
を
実
施
し
た
。

川
上
村
の
活
動
は
二
次
林
を
自
然
林

に
再
生
す
る
「源
流
学
の
森
づ
く
り
」
と

原
生
林
を
保
存
管
理
し
、

そ
の
生
態
系

を
観
察
・学
習
す
る
場
と
し
て
整
備
す

る
「水
源
地
の
森
」
づ
く
り
を
柱
に
し
て
、

こ
う
し
た
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
基

礎
デ
ー
タ
と
な
る
林
相
調
査
の

万
の
モ

デ
ル
事
業
を
行
っ
た
。

|キ!===|

|の主役は、あなたです!

放
群
競
経
機
プ
麟
ジ
王
ク
ト

過
疎
化
が
進
行
す
る
源
流
域
の
現

状
に
つ
い
て
流
域
全
体
が
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、

市
民
が
流
域
人
で
あ
る

こ
と
を
自
党
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

上

下
流
連
携
促
進
に
向
け
て
の
全
国
調
査

を
実
施
し
た
。

全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
水
源
地
域
と

下
流
域
が
連
携
し
た
交
流
体
験
や
地

域
づ
く
り
な
ど
の
上
下
流
連
携
の
現
状

を
明
ら
か
に
し
、

連
携
の
基
本
理
念
は

何
か
、

連
携
が
地
域
に
及
ぼ
す
効
果
は

何
か
な
ど
上
下
流
連
携
の
推
進
方
策
に

つ
い
て
の
基
礎
資
料
を
整
理
し
た
。

上
下
流
連
携
に
関
す
る
今
後
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
関
し
て
は
、

河
川
や
雨

量
の
情
報
の
提
供
、Ｈ

Ｐ
に
よ
る
情
報
ナ

ビ
ゲ
ー
ンヽ
ョ
ン
シ
る
ア
ム
、

人
づ
く
り
の
側

面
的
支
援
、森

林
保
全
と
河
川
・ダ
ム
管

理
に
関
す
る
一層
の
調
査
研
究
な
ど
が

検
討
さ
れ
た
。

国土施策倉」発調査研修会(′卜菅村)
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「森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
開
始
ヘ

小
菅
村
と
多
摩
川
源
流
研
究
所
は
、地

球
温
暖
化
防
止
・森
林
整
備
や
国
土
保
全
を

目
的
に
、平

成
十
五
年
よ
リ
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
を
対
象
に
し
た
「森
林
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（日
本
財
団
助
成
事
業
と
十
力
年
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

五
月
二
十
八

日
に
今
年
度
の
「森
林
再
生
プ
雲
ン
ェ
ク
ト
」
・緑
の
ボ
ラ
／ヽ
テ
ィ
ア
事
業
を
開
始
し
た
。

森
林
診
断
自
書
作
成
と
森
林
整
備
事
業

「森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

十
年
か
け
た
森
づ
く
り

こ
の
事
業
は
木
材
の
大
量
輸
入
等
に

よ
る
木
材
価
格
の
低
迷
か
ら
、村

内
の
民

有
地
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
手
入
れ
が

行
き
届
か
ず
、

長
期
間
放
置
さ
れ
た
た

め
森
林
が
荒
れ
て
い
る
現
状
を
改
善
し
、

温
暖
化
防
止
や
国
土
保
全
に
貢
献
す
る

健
全
な
森
林
を
整
備
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
な
く
森
林
は
、

木

を
育
て
、水

を
蓄
】え
、空

気
を
き
れ
い
に

し
、地

球
の
温
暖
化
を
防
ぐ
な
ど
、重

要

な
公
益
的
機
能
を
有
し
て
い
る
。

健
全

な
森
林
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
川
や
海
、

ひ
い
て
は
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
大

切
な
事
業
で
あ
る
。

当
日
の
午
前
十
一時
、小

菅
村
役
場
に

「森
林
再
生
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
」
に
参
加
す
る

た
め
に
多
摩
川
流
域
の
緑
の
ボ
ラ
と
ア
ィ

ア
が
ぞ
く
ぞ
く
集
結
し
た
。

年
度
始
め
の

事
業
説
明
会
で
は
、

東
京
農
業
大
学
の

宮
林
茂
幸
教
授
と
菅
原
泉
助
教
授
が
、

日
本
の
森
林
の
現
状
や
森
林
整
備
事
業

の
意
味
、森

林
診
断
の
意
義
と
そ
の
内
容
、

間
伐
の
必
要
性
、

△
７
後
の
森
林
整
備
の

目
標
な
ど
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
解

説
し
た
。

宮
林
教
授
は
、

「小
菅
村
の
森
林
再
生

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、特

に
重
視
し

た
こ
と
は
民
有
林
の
実
態
調
査
と
今
後

の
森
林
整
備
の
目
的
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、専

門
家
に
よ
る

森
林
診
断
白
書
を
作
成
し
、

実
際
の
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
現
状
を
科
学
的
に
把
握

す
る
調
査
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
」

と
小
菅
に
お
け
る
森
林
再
生
事
業
の
特

徴
に
触
れ
た
。

菅
原
助
教
授
は
、森

林
診
断
白
書
づ

く
り
に
つ
い
て
「具
体
的
に
は
人
工
林
内

の
数
箇
所
を
調
査
地
に
設
定
し
、

半
径

五
メ
ー
ト
ル
の
棒
の
一端
を
水
平
に
伸
ば

し
て
、中

心
点
を
軸
に
一回
転
し
、棒

が
描

く
円
内
に
入
る
立
木
を
全
部
測
定
す
る

円
形
標
準
値
法
を
実
施
し
た
。
ブ」
れ
に

よ
り
、

実
際
空

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
の
立

木
本
数
が
確
認
で
き
、

調
査
に
基
、つ

い
て

今
後
の
作
業
内
容
を
示
す
処
方
箋
が
作

成
で
き
る
。
ア」の
処
方
箋
が
大
切
で
あ
る
」

と
森
林
診
断
の
意
義
を
強
調
し
た
。

ま
た
、

宮
林
教
授
は
戻
７
後
小
菅
村

の
森
林
を
生
産
林
、

経
済
林
と
し
て
育

て
て
い
く
の
か
、

将
来
的
に
は
環
境
林
、

環
境
材
と
し
て
管
理
し
て
い
く
の
か
等
、

各
民
有
林
ご
と
の
実
態
と
問
題
点
を

掴
み
、ゾ
ー
キフ
グ
の
導
入
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
森
林
診
断
に
基
づ

く
森
林
再
生
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
事
業
は
全

国
的
に
も
珍
し
い
」
と
述
べ
た
。

「参
加
と
連
携
と
協
働
」

挨
拶
に
立
っ
た
小
菅
村
の
青
柳
諭
源

流
振
興
課
長
は
、

「多
摩
川
源
流
一帯
は

東
京
都
の
水
源
地
帯
で
あ
る
。

小
菅
村

は
水
源
の
村
と
し
て
美
味
し
い
水
を
創

り
、

綺
麗
な
水
を
下
流
域
に
届
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

人
口
の
減
少
が
続
き
千

人
を
切
る
状
態
で
あ
る
が
、

交
流
人
口

を
増
や
し
て
死
気
な
源
流
の
村
を
創
り

た
い
」
と
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。

源
流
研
究
所
の
中
村
所
長
は
戻
７
、山

村
に
住
む
人
々
だ
け
で
は
森
林
を
守
れ

な
い
。

多
摩
川
源
流
域
に
広
が
る
水
や
森

は
流
域
社
会
共
有
の
財
産
で
あ
る
。
″」の

共
有
財
産
を
流
域
全
体
が
協
働
で
守
る

仕
組
み
づ
く
り
，組
織
作
り
に
努
力
し
て

い
る
。

市
民
と
森
林
組
合
と
専
門
家
と

自
治
体
に
よ
る
参
加
と
連
携
と
協
働
こ

そ
ア」
の
森
林
再
生
プ
ロ
ン
ェ
ク
ト
の
推
進

の
カ
ギ
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

午
後
か
ら
、森

林
組
合
・林
業
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
ヒ
ノ
キ
林
の
間
伐
に

取
り
組
ん
だ
参
加
者
は
、

「
一本

一本
間

伐
が
進
む
毎
に
森
が
明
る
さ
を
取
り
戻

し
た
。

自
分
の
活
動
が
森
に
活
か
さ
れ

て
い
る
と
い
つ
実
感
を
体
で
感
じ
た
。

と

て
も
い
い
汗
を
か
い
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。

森林再生プロジェクト説明会 (5月28日・小菅村)

間伐にと'ブかかる参加者

涼,れの四季◎4◎



「ホ
ン
ダ
・企
業
の
森
づ
く
り
」
へ

小
菅
村
は
、〓

一月
十
六
日
に
本
田
技

研
工
業
と
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
と
の
間

で
「多
摩
川
源
流
・企
業
の
森
づ
く
り
」

に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。

オ
イ
ス
カ

と
ホ
ン
ダ
自
動
車
は
、五

月
十
四
日
、小

菅
村
の
村
有
林
で
第
一回
植
樹
活
動
を

社
員
五
十
名
が
参
加
し
て
実
施
し
た
。

現
地
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
、度

瀬

文
夫
小
菅
村
長
は
「小
菅
村
は
、村

の
面

積
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
だ
。

い

ま
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
っ
て
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
森
林
の
管
理
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
改
善
し
よ
う
と
流
域
の
緑
の
ボ

ラ
フ
ア
ィ
ア
と
一緒
に
な
っ
て
森
林
再
生
プ

Ｒ
ン
ェ
ク
ト
に
よ
る
健
全
な
森
づ
く
り
に

着
手
し
て
い
る
。

今
回
の
ホ
ン
ダ
の
企
業
の
森
づ
く
り
は
、

広
葉
樹
の
森
を
育
て
て
水
源
涵
養
に
役

立
つ
森
づ
く
り
を
め
ざ
す
取
り
組
み
で

あ
る
。

多
摩
川
源
流
の
豊
か
な
森
林
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
都
市
の
農
山
村
の
交
流

が
一層
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

激
励
し
た
。

続
い
て
、ホ

ン
ダ
の
社
会
活
動
推
進
室

坪
川
幹
雄
主
任
と
オ
イ
ス
カ
の
回
中
美

津
江
さ
ん
が
挨
拶
し
た
。

坪
川
さ
ん
は
「当

初
参
加
者
を
募
集
し
た
と
き
、何

名
の

参
加
者
が
あ
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、ふ

た

を
開
け
て
み
た
ら
定
員
を
大
き
く
オ
ー

バ
ー
し
て
い
た
。

今
日
の
参
加
者
は
選
ば

れ
た
幸
運
な
方
々
で
す
。

怪
我
が
な
い
よ

う
自
然
を
味
わ
い
な
が
ら
活
動
し
て
く

だ
さ
い
」
と
参
加
者
を
労
っ
た
。

こ
の
後
、参

加
者
は
、地

元
森
林
組
合

の
指
導
で
、急

な
斜
面
に
一本
一本
カ
ニ
ア

の
苗
木
を
植
え
て
、鹿

の
食
害
防
止
の
ウ
ッ

ド
ガ
ー
ド
を
丁
寧
に
苗
本
に
覆
っ
て
い
た
。

ホ
ン
ダ
の
「企
業
の
森
づ
く
り
」
の
事

業
目
的
は
次
の
通
り
。

位
ホ
ン
ダ
が
オ
イ
ス
カ
と
連
携
し
て
、

小
菅
村
に
お
い
て
地
元
住
民
と
協
力
し
、

植
林
・下
草
刈
り
、間

伐
な
ど
の
森
林
保

全
活
動
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、

都
市
と
農
山
村
と
の
交
流
を
図
り
、社

員
の
森
林
保
全
に
関
す
る
理
解
を
促
進

す
る
。

修
落
棄
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
水

源
涵
養
機
能
の
高
い
森
林
を
育
成
し
、

都
の
水
源
で
あ
る
多
摩
川
源
流
の
森
林

県

民
三
百
五
十
名
が
参
加

山
梨
県
森
林
組
合
連
合
会
な
ど

が
主
催
す
る
「森
林
に
よ
る
地
球
温

暖
化
防
止
県
民
集
会
」
が
、五

月
二

十
四
日
、

甲
府
市
ホ
テ
ル
紫
玉
苑
で

開
か
れ
、温

暖
化
に
関
す
る
講
演
会

と
パ
ネ
な
ア
ィ
ス
カ
ッ
ンヽ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森

林
整
備
の
あ
り
か
た
を
話
し
合
う
の

が
目
的
で
、県

内
の
森
林
組
合
の
関

を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

Ｇ
実
施
内
容
は
、２
０
０
５
年
か
ら
２

０
１
２
年
ま
で
の
七
年
間
、村

有
林
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
植
林
・下
草
刈
り
、間

伐
な

ど
の
森
林
保
全
活
動
を
実
施
す
る
。

係
者
や
市
民
、市

町
村
関
係
者
な
ど

三
百
五
十
名
が
参
加
し
た
。

講
演
に
立
っ
た
岡
田
憲
和
林
野
庁

林
政
部
企
画
課
長
は
、

「二
月
に
発

効
し
た
京
都
議
定
書
に
よ
り
日
本
は

温
室
効
果
ガ
ス
を
六
％
削
減
す
る
と

約
束
し
た
が
、そ

の
内
、ご

千
九
％
は
森

林
に
よ
る
吸
収
効
果
が
期
待
で
き
る
」

と
指
摘
し
、環

境
税
の
必
要
性
を
訴

え
た
。

辻
一幸
早
川
町
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

多
摩
川
源
流
研
究
所
の
中
村
文
明

所
長
、オ

イ
ス
カ
山
梨
県
支
部
の
回

中
美
津
江
さ
ん
、北

都
留
森
林
組
合

の
長
田
助
成
専
務
理
事
が
パ
ネ
ラ
ー

で
出
席
。

中
村
所
長
は
、

「源
流
域
の

住
民
だ
け
で
森
を
守
る
こ
と
は
難
し

い
。

流
域
の
市
民
に
呼
び
か
け
て
森
林

再
生
プ
ロ
ぶン
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

多
く
の
市
民
に
森
林
の
持
つ
大
切
な

機
能
を
理
解
し
て
も
ら
い
温
暖
化
防

止
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
」
と
小

菅
村
と
源
流
研
究
所
の
活
動
を
紹

介
し
た
。

一本一本心をこめて植林(5月14日)

急な斜面に汗をかく参加者

温暖化防止へ県民

◎5◎添流の四季



（
一
）
あ
ば
れ
川
・多
摩
川

日
本
の
多
く
の
河
川
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、多

摩
川
も
ま
た
、上自

か
ら
大
雨

が
降
る
た
び
に
出
水
。氾
濫
を
繰
り
返

す

「あ
ば
れ
川
」
で
あ
っ
た
。

山
が
ち
の

わ
が
国
で
は
、河

川
は
急
流
の
う
え
に
、

す
ぐ
海
に
注
ぎ
こ
ん
で
し
ま
う
。

そ
の

た
め
ふ
だ
ん
は
安
定
し
て
い
て
も
、い
っ

た
ん
豪
雨
が
集
中
す
る
と
一気
に
増
水

両岸に同じ地名の残る多庫川(丸子橋下流)

と
こ
ろ
で
近
代
に
入
り
、神

奈
川
県
と

東
京
府
と
の
境
界
は
一応
多
摩
川
と
決

め
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
、先

に
見
た
よ
う

な
形
で
同
じ
地
名
が
両
岸
に
見
ら
れ
る

の
は
、実

際
に
は
江
戸
時
代
か
ら
の
旧

慣
に
よ
る
村
々
の
飛
地
が
、

河
身
の
両

側
に
点
在
し
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
れ
は
、

長
い
間
の
流
路
変
遷
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
て
き
た
も
の
だ
。
フ」れ
が
洪
水
時
に

は
、

行
政
上
の
管
轄
違
い
か
ら
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、後

に

触
れ
る
明
治
四
十
・四
十
二
年
の
大
水

害
を
機
に
大
問
題
と
な
り
、

こ
れ
ら
の

飛
地
を
整
理
す
る
府
県
境
界
変
更
を

求
め
る
運
動
が
起
こ
っ
た
。

そ
れ
は
、多

摩
川
改
修
運
動
の
一環
と
し
て
展
開
さ

れ
た
の
だ
。

一九
三
（明
治
四
十
四
）
年
一月
、政

府

と
国
会
に
対
し
て
、飛

地
を
抱
え
る
多

摩
川
沿
岸
五
ケ
町
村
の
代
表
ら
に
よ
っ

て
、

「東
京
・神
奈
川
府
県
町
村
区
域
変

更
二
関
ス
ル
請
願
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
に
は
、

「犬
牙
錯
綜
セ
ル
」
飛

地
の
実
情
と
そ
れ
に
よ
る
影
響
が
緩
々

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
「多
摩
川
治

水
河
身
改
修
国
庫
支
弁
に
関
す
る
請

願
」
も
行
わ
れ
た
。

た
ま

誰
がァ」の
講
願
に

先
立
っ
て
神
奈
川
県
橘
樹
郡
役
所
が
、

飛
地
の
戸
数
。人
口
・地
籍
反
別
な
ど

を
調
査
し
て
い
る
。

な
お
、

一九
〓
穴
明
治
四
十
五
）
年
四

月
一日
に
は
、

「東
京
府
神
奈
川
県
境
界

変
更
二
関
ス
ル
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、多

摩
川
の
河
身
中
央
線
を
府
県
境
界
と

す
る
こ
と
が
確
定
し
、両

岸
に
散
在
す

る
飛
地
は
総
て
整
理
さ
れ
た
。
ア」の
時

の
地
名
が
、そ

の
後
も
継
承
さ
れ
、△７
日

で
も
先
に
見
た
よ
う
な
同
じ
地
名
を

残
し
て
い
る
の
だ
。

（つ
づ
く
）

そ
摩
川
下
流
の
水
害

～
共
２

～
３
娼
界建

地
域
史
研
究
家

・
多
摩
川
流
域
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
代
表
　
　
Ｅ長

島

保

し
て
氾
濫
し
た
。

多
摩
川

も
近
年
ま
で
は
例
外
で

は
な
か
っ
た
の
だ
。

含
じ
両
岸
に
残

る
同
じ
地
名

の
よ
う
な
例
を
拾
い
あ
げ
て
み
る
と
、

別
掲
の
よ
う
に
な
る
。

下
流
に
限
っ
て
み
て
も
、こ

れ
だ
け
あ

る
。
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
こ
そ
大
洪
水
に
よ
っ
て
多
摩
川

の
流
路
が
し
ば
し
ば
付
け
変
わ
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
。

方
向
を
転
じ
た

流
路
が
ひ
と
つ
の
村
の
土
地
を
分
断
し

て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
多
摩
川
の
流
路
変
遷
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
で
に
南
流
説
、北

流
説
と
色
々

い
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、中

世
末
か
ら
近

世
に
か
け
て
、川

筋
の
付
け
変
わ
り
に

と
も
な
う
地
境
争
論
が
頻
発
し
た
こ

と
が
、各

地
の
古
文
書
な
ど
に
残
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
都
度
、分

断
さ
れ
た
土
地

の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
両
岸
の
住
民
た
ち

は
激
し
く
対
立
し
た
。
フ」の
よ
う
に
、流

路
の
付
け
変
え
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
の

大
洪
水
が
、
ア」の
流
域
で
は
幾
度
も
発

生
し
て
い
た
の
だ
。

川
崎
市
多
摩
区
布
田

川
崎
市
多
摩
区
利
泉

川
崎
市
高
津
区
宇
奈
根

川
崎
市
高
津
区
瀬
田

川
崎
市
高
津
区
下
野
毛

川
崎
市
中
原
区
上
丸
子

。上
丸
子
山
王
町

・上
丸
子
天
神
町

・上
丸
子
八
幡
町

・中
丸
子

川
崎
市
中
原
区
下
沼
部

！■

一
「），

川
崎
市
幸
区
古
市
場

。東
古
市
場

東
京
都
調
布
市
布
田

東
京
都
狛
江
市
元
和
泉
・中
和
泉

東
和
泉
・利
泉
本
町

東
京
都
世
田
谷
区
宇
奈
根

東
京
都
世
田
谷
区
瀬
田

東
京
都
世
回
谷
区
野
毛
。上
野
毛

東
京
都
大
田
区
下
丸
子

東
京
都
大
田
区
田
園
調
布

↓
（旧
地
名
）
上
沼
部

田
園
調
布
南
・本
町

↓
（旧
）
下
沼
部

東
京
都
大
田
区
多
摩
川

↓
（旧
）
古
市
場

流域市民の憩いの場(等々力緑地)

鮎頴i!イ



花
と
緑
あ
ふ
れ
る
小
曹
村
へ
む
け
て

小
菅
村
を
花
と
緑
の
郷
に
し
よ
う
と
昨
年
五
月
に
花
と
緑
の
郷
づ
く
り
協

議
会
が
発
足
し
た
。

郷
づ
く
り
の
検
討
会
を
重
ね
、

小
菅
村
の
花
木
の
整
備
計

画
を
立
て
る
と
と
も
に
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
そ
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
が

決
定
し
、

言
一月
二
十
七
日
に
小
菅
村
民
九
十
名
が
参
加
し
グ
リ
ー
ン
作
戦
が
行

わ
れ
た
。

花
と
緑
の
郷
協
議
会
で
は
小
菅
村

の
中
の
花
木
を
よ
り
美
し
く
し
、村

を

訪
れ
た
方
に
楽
し
ん
で
頂
く
た
め
に
花

木
の
整
備
と
四
季
折
々
の
美
し
い
花
木

を
紹
介
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

具

体
的
に
は
、村

の
主
要
道
を
紅
葉
街
道
・

紫
陽
花
街
道
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

や
、

植
栽
さ
れ
て
い
る
花
木
の
手
入
れ
、

〓
巧
子
山
へ
周
遊
コ
ー
ス
を
作
る
た
め
の

検
討
で
あ
る
。

会
の
活
動
は
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
を
中
心
に

行
い
、

現
在
九
十
名
以
上
の
ボ
ラ
と
ア
ィ

ア
登
録
が
あ
る
。

〈
ム
の
活
動
資
金
は
花

と
緑
の
基
金
を
創
設
し
、

△
ム
の
活
動
に

賛
同
す
る
方
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
ま
か

な
っ
て
い
る
。

五
月
四
日
に
行
わ
れ
た
第

十
九
回
多
摩
源
流
ま
つ
り
で
は
活
動
紹

介
ブ
ー
ス
を
設
け
、来

場
者
か
ら
十
二
万

円
以
上
の
寄
付
を
頂
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
ボ
ラ
と
ア
ィ

ア
が
集
合
し
、花

木
の
手
入
れ
す
る
グ
リ

ー
ン
作
戦
を
年
Ｌ

二
回
行
い
推
進
し
て

ゆ
く
。

第
一回
グ
リ
ー
ン
作
戦
で
は
紅
葉
・

紫
陽
花
の
移
植
、

花
木
へ
の
追
肥
、

〓
万

子
山
に
自
生
す
る
ミ
ツ
バ
ツ
ス
ン
を
元
気

に
す
る
た
め
の
除
伐
を
実
施
し
た
。

ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
は
「み
ん
な
で
作
業
す

る
と
楽
し
い
、

作
業
し
た
場
所
の
こ
れ
か

ら
が
楽
し
み
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

会
で

は
十
一月
二
日
の
ク
リ
ー
ン
・グ
リ
ー
ン
作

戦
で
も
広
く
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
を
募
っ
て
い

く
方
針
。

お
問
い
合
せ
　
（財
）
水
と
緑
と
大
地
の

公
社
（小
菅
の
湯
）

容
０
４
２
８
８
８
７
３
０
８
８
８

アサガオの植え替え(小菅村)

大田区で「源流写真展」を開催

「知
ら
れ
ぎ
る
源
流
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「多
摩
川

源
流
写
真
展
」
（主
催
小
菅
村
・源
流
研
究
所
）
が
、大

田
区

西
大
森
の
こ
ら
ぼ
大
森
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

ハム
場
に
は
、

中
村
所
長
が
と
り
た
め
た
源
流
の
写
真
を
二
十
一点
展
示
し
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
な
い
源
流
の
姿
と
四
季
の
移
り
変
わ
り

を
紹
介
し
た
。

ま
た
、一ハ

月
十
二
日
に
は
、同

会
場
で
「多
摩
川
源
流
の
魅

力
」
と
題
し
て
中
村

所
長
が
講
演
し
た
。

開
催
に
当
た
っ
て

は
、

ブ」
ら
ぼ
大
森
運

普
易

菱

赤

土
催

し
、

大
田
区
、大

田
区
教

委
委
員
会
、国

土
交

通
省
京
浜
河
川
事

務
所
、

川
崎
と
ど
ろ

き
水
辺
の
楽
校
、

ア」

ま
え
水
辺
の
楽
校
が

そ
れ
ぞ
れ
後
援
し
た
。

艶鎖脇あ鞠
きおび編みを楽しむ参カロ者

五
月
二
十
丁
二
十
二
日
に
読
売
文
化

セ
ン
タ
ー
金
町
「多
摩
川
源
流
を
歩
く
」

が
小
菅
村
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
二

十
人
は
き
お
び
編
み
を
行
い
、小

菅
川

源
流
を
散
策
し
た
。

参
加
者
は
き
お
び

編
み
に
初
挑
戦
し
、縁

を
止
め
る
作
業

に
苦
戦
し
て
い
た
が
、そ

の
難
し
さ
が
逆

に
楽
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

六
月
七
日
に
小
菅
村
を
訪
れ
た
自

然
派
ク
フ
ブ
生
協
の
参
加
者
二
十
名
は

中
村
源
流
研
究
所
長
の
講
演
を
聞
き
、

手
打
ち
ソ
バ
や
小
菅
の
湯
を
楽
し
ん
だ
。

「自然派クラブ生協の参加者」
◎7◎ 源流の四



参加者募集!秋のイベント案内
源
流
ソ
バ
作
り
体
験

あ
な
た
も
今
日
か
ら
ソ
バ
名
人

自
分
の
手
で
ソ
バ
を
蒔
き
、

ソ
バ
打
ち

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
種
時
き
か
ら

刈
り
取
り
、ソ

バ
挽
き
、ソ

バ
打
ち
そ
し
て

試
食
ま
で
一連
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

製

粉
し
た
粉
を
お
持
ち
帰
り
も
で
き
ま
す
。

ソ
バ
は
比
較
的
簡
単
に
栽
培
で
き
ま
す
が
、

収
穫
と
脱
穀
に
は
多
少
労
力
が
必
要
で

す
。

種
ま
き
か
ら
万
月
く
ら
い
で
可
憐
な

花
が
咲
き
、畑

一面
が
自
一色
に
覆
わ
れ
、

約
七
十
日
で
収
穫
で
き
ま
す
。

作
業
の

あ
と
に
は
「小
菅
の
湯
」
で
疲
れ
を
癒
し

て
く
だ
さ
い
。

収
穫
の
喜
び
は
何
も
の
に
も
変
え
が

た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
美
味

し
い
秋
ソ
バ
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
八
月
十
二
日
（金
）
作
付
け

十
月
二
十
日
（木
）
刈
り
取
り

十
一月
四
・五
日
（金
・土
）

脱
穀
・製
粉
・ソ
バ
打
ち

集
合
／
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
午
前
十
時

費
用
／
一万
五
千
円
（種
代
・管
理
費
・

宿
泊
費
・保
険
料
。指
導
料
な
ど
）

定
員
／
十
五
名
（先
着
順
）

紅
葉
色
づ
く

源
流
・大
警
薩
探
訪
の
旅

東
京
都
水
源
林
の
広
が
る
南
大
菩
薩

を
登
る
コ
ー
ス
で
す
。

水
源
林
に
は
モ
ミ

ジ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
多
く
自
生
し

て
い
る
の
で
、色

と
り
ど
り
の
紅
葉
が
楽

し
め
ま
す
。

コ
ー
ス
は
六
時
間
程
度
で
す
。

お
泊
ま
り
は
小
菅
村
内
の
旅
館
で
す
の

で
源
流
な
ら
で
は
の
味
と
人
情
に
触
れ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

金
山
の
あ
と
は
温

泉
に
つ
か
り
疲
れ
と
汗
を
流
し
ま
す
。

源

流
の
秋
を
あ
な
た
の
日
で
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

日
時
／
十
月
二
十
二
日
（土
）

～
二
十
三
日
（日
）

集
合
／
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
午
前
十
時

費
用
／
一万
三
千
円

（宿
泊
費
一泊
四
食
付
き
・

保
険
料
造
狙
泉
代
。そ
の
他
）

対
象
／
山
歩
き
に
自
信
の
あ
る

六
十
九
歳
以
下
の
方

定
員
／
三
十
名
（先
着
順
）

準

解

半

警

寒

み
も
行
い
ま
す
の
で
、

あ
な
た
の
作
っ
た

世
界
に
た
だ
ろ
の
き
お
び
編
み
細
工
も

お
み
や
げ
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
通
し
て
、源

流
の

生
活
に
触
れ
ま
し
ま
つ
。

日
時
／
十
一月
十
九
日
（土
）～
二
十
日
（日
）

集
合
／
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
午
前
十
時

費
用
／
一万
五
千
円

（宿
泊
一泊
四
食
付
き
・材
料
費
・

指
導
料
。保
険
料
。そ
の
他
）

定
員
／
二
十
五
名

（先
着
順
）

お
問
い
合
せ
・申
し
込
み

小
菅
村
役
場
源
流
振
興
課

ａ
０
４
２
８
１
８
７
１
０
１
１
１

新
企
画

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
ツ
ア
ー

小
菅
村
で
は
平
ら
な
土
地
が
少
な
く
、

畑
の
多
く
は
山
の
斜
面
に
作
ら
れ
て
い

ま
す
①
，この
よ
う
な
畑
は
地
味
が
悪
く
、

栽
培
で
き
る
作
物
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一つ
が
こ
ん
に
ゃ
く
芋
で
す
。
ク」ん
に

ゃ
く
は
茄
で
た
こ
ん
に
ゃ
く
半
を
す
り
潰

し
、

灰
の
煮
汁
を
加
え
て
回
め
た
あ
と
、

形
を
整
え
て
姉
で
ま
す
。

手
軽
に
作
る
に
は
こ
ん
に
ゃ
く
半
を

す
り
お
ろ
し
器
で
す
り
ま
す
が
、

ブ」の
ツ

ア
ー
で
は
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
臼
と
杵
で
す

り
つ
ぶ
し
、土

日
な
が
ら
の
や
り
方
で
こ
ん
に

ゃ
く
作
り
を
体
験
し
ま
す
。

ま
た
、た

だ
体
験
す
る
だ
け
で
な
く
こ

ん
に
ゃ
く
畑
の
見
学
や
昔
か
ら
続
く
源

流
域
の
生
活
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

作
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
は
お
み
や
げ
と
し

て
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。
き
お
び
編

開
催
予
告

例
年
好
評
を
得
て
い
る
源
流
・

干
し
柿
作
り
体
験
ツ
ア
ー
を
今
年

も
十
一月
頃
に
開
催
し
ま
す
。

柿
の
木
か
ら
柿
を
も
い
で
、皮

を

む
き
千
す
と
こ
ろ
ま
で
を
体
験
し

ま
す
。

一ヶ
月
程
度
柿
を
干
し
、

出

来
上
が
っ
た
千
し
柿
は
後
日
お
宅

へ
お
届
け
致
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
小
菅
村
と
源
流
研

究
所
が
主
催
し
て
い
ま
し
た
が
今

年
は
小
菅
村
観
光
協
会
（電
話
０
４

２
早
８
７
０
７
４
こ
が
主
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
。お
問
い
合
せ
先
な
ど
が

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

日
時
な
ど
の
詳
細
は
後
日
告
知

致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

干し柿作り体験
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